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（表 1)税の申告書の配布・提出場所
市・都民税申告書 確定申告書
配布提出配布提出
0 I O I 0 

注 1 五
0 I O I x 

注 3 注 4
X I 0 

注3

注 4

市民税課
七生支
細駒璽絡所

日甲税務署
注 1 表2のとおり受け付けをします
注 2 市民税課では、完全記入済みの確定申告書を預かり、日

野税務署へ送ります（内容については、日野税務署にご
相談ください）
七生支所、豊田駅連絡所では、完全記入済みの市・都民
税申告書を預かり、市民税課へ送ります（内容について
は、市民税課にこ相談ください）
七生支所、豊田駅連絡所にある確定申告書は、一般用、
還付用のみです（その他の確定申告書は、直接、日野税
務署からお取り寄せください）
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（表 2)市・都民税の申告相談・受付日程

日程 1詞::責iミ
ーり巳＼皿J1七生公会堂 1 を除く

※七生公会堂への車での来場はこ遠慮ください

①
平
成
12
年
1
月
1
H
現
在
、
日
野
市

に
住
ん
で
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
所
得
税

の
確
定
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方

※
65
歳
以
上
（
昭
和
10
年
1
月
1
日
以

前
の
生
ま
れ
）
の
場
合
は
年
金
の
総
受

給
額
が
228
万
円
以
下
の
方
、

65
歳
未
満

の
場
合
は
年
金
の
総
受
給
額
が
108
万
円

以
下
の
方
（
い
ず
れ
の
金
額
も
単
身
者

で
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
が
な
い
場
合
）

②
営
業
・
農
業
・
そ
の
他
の
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
が
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方

R
勤
務
先
等
が
市
に
給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
し
て
い
な
い
方

④
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

●
市
・
都
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方

市
・
都
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の

受
付
期
間
は
、

2
月
16
日
⑧
ー
3
月
1
5
日
⑧
（
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
で
す
。

例
年
、
申
告
期
限
が
近
づ
く
と
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
申
告
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

税
課
ヘ

る
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
必
要
と

し
な
い
方

⑤
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
給
与
所
得

以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
な
い
方

⑥
所
得
が
な
い
が
、
年
末
調
整

・
所
得

の
申
告
で
同
居
の
方
の
被
扶
養
者
に
な

っ
て
い
な
い
方

※
特
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
忘
れ
ず
に

⑦
他
の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る
方
の

被
扶
蓑
者
に
な
っ
て
い
る
方
（

一
人
住

ま
い
の
学
生
•
お
年
寄
り
な
ど
）

②
H
野
市
に
住
ん
で
い
な
い
が
、
平
成

12
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
家
屋
敷

・
事
業
所
・
事
務
所
を
所
有
し
て
い
る

方
（
単
身
赴
任
中
の
方
な
ど
）

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
市
・
都
民
税
申
告
書

（
申
告
書
が
送

ら
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
用
紙
）

受
付
剛
闘
は

2"16"ー

3
月

15"

②
平
成
11
年
中
の
所
得
（
収
入
）
に
関

す
る
書
類

①
給
与
所
得
の
方
は
、
源
泉
徴
収
票
か

給
与
明
細
書

②
年
金
所
得
の
方
は
、
年
金
の
源
泉
徴

収
票

③
給
与
・
年
金
以
外
の
所
得
の
あ
る
方

は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
算
定
基

礎
と
な
る
帳
簿
や
領
収
書

③
平
成
11
年
中
の
控
除
に
関
す
る
書
類

①
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・

損
害
保
険
料
を
支
払
っ
た
方
は
、
そ
の

支
払
証
明
書

②
国
民
健
康
保
険
•
国
民
年
金
な
ど
の

社
会
保
険
料
を
支
払

っ
た
方
は
、
そ
の

領
収
書
な
ど

③
そ
の
ほ
か
控
除
に
必
要
な
書
類

①
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

●
申
告
書
の
配
布

市
・
都
民
税
申
告
書
は
、
市
役
所
ー

階
市
民
税
課
、
七
生
支
所
、

豊
田
駅
連

絡
所
に
あ
り
ま
す
（
表
1
参
照
）

。

な
お
、
申
告
書
が
必
要
な
方
は
郵
送

し
ま
す
の
で
、
市
民
税
課
に
ご
連
絡
＜

だ
さ
い
。

●
申
告
相
談
・
提
出
先

市
・
都
民
税
の
申
告
相
談
・
申
告
書

の
提
出
先
は
、
表
2
の
と
お
り
で
す
。

七
生
支
所
、

豊
田
駅
連
絡
所
で
も
、
記

入
済
み
の
市
・
都
民
税
申
告
書
の
提
出

は
で
き
ま
す
が
、
税
専
門
の
職
員
が
い

な
い
た
め
、
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は、

郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

▽
郵
送
先
11

日
野
市
役
所
市
民
税
課

(-T191ー

8
6
8
6
住
所
不
要
）
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●
申
告
書
の
配
布

①
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・
譲
渡
所

得
な
ど
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
方

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
給
与
の
収

入
金
額
が
2
千
万
円
を
超
え
る
方
、
給

与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
を

超
え
る
方
及
び
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与

を
得
て
い
る
方

③
同
族
会
社
の
役
員
な
ど
で
、
会
社
か

ら
給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の
利
子
、
店

舗
・
工
場
な
ど
の
賃
貸
料
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
方

●
こ
注
意
を

①
申
告
書
や
納
付
書
が
送
ら
れ
て
い
る

方
は
、
必
ず
そ
の
用
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い

②
営
業
・
農
業
・
そ
の
他
の
事
業
所
得
、

（
問
）
私
は
、
市
外

に
単
身
赴
任
し
て
い

る
夫
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
妻
で
す
。
収
入

が
な
い
の
で
、
申
告

す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
？

〈
答
〉
収
入
が
な
く
て
も
、
次
の
方
は

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
ど
な
た
か
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
の
扶
養
者
と
同
居
し
て
い
な
い
方
。

例
え
ば
、
単
身
赴
任
中
の
夫
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
妻
、

一
人
暮
ら
し
の
学
生

•
お
年
寄
り
な
ど

※
こ
れ
ら
の
方
は
、
市
で
は
扶
蓑
関
係

の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
申
告
が
な

い
と
非
課
税
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

6[[

>

っ
て
い
ま
す
。
所
得
税
に
つ
い

て
は
、

手
務
署
へ

不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、
必
ず
決
算

書
や
収
支
内
訳
書
を
申
告
書
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い

③
申
告
書
の
「
控
」
も
必
ず
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い

④
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ

た
申
告
を
し
た
場
合
は
、
後
で
不
足
の

税
金
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税

も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
確
定

申
告
書
は
、
自
分
で
正
し
く
記
入
し
て

く
だ
さ
い

①
平
成
11
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

に
お
い
て
も
、
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
控
除
も
れ
や
計
算
誤

り
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

確
定
申
告
書
は
、
日
野
税
務
署
、
市

役
所
1
階
市
民
税
課
、
七
生
支
所
、
豊

田
駅
連
絡
所
に
あ
り
ま
す

(
1
面
表
ーに

申
告
を
要
し
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

市
・
都
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
か
？

〈
答
〉
所
得
税
に
お
い
て
は
、
給
与
所

得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
給
与

所
得
者
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
、
市
・
都
民
税
に
お
い

て
は
、
源
泉
徴
収
制
度
が
採
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
給
与
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
、

給
与
所
得
と
合
わ
せ
て
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
確
定
申
告
す
る
方

で
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
場

合
は
、
確
定
申
告
書
l
面
左
下
隅
の

「給
与
所
得
以
外
の
住
民
税
の
徴
収
方

法
の
選
択
」
欄
（
表
3
参
照
）
を
忘
れ

ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

門罰[[

〈
答
〉
現
在
無
職
で
も
、
昨
年
収
入
か

R住民税・事業税に関する事項

住配当に関する 円
民住民税の特例

非居住者の特例

税給与所得以外の住民税の徴収方法の選択…•

事事業用資産の 円
業譲渡損失など

税平成 11年
開（廃）業月日

（表3)

月

※「特別徴収」に0をした場合…給与以外の所得に対する市・
都民税を給与から差し引きます

※ 「普通徴収」に0をした場合•給与以外の所得に対する市 ・
都民税を給与から差し引かないで自分で納付してください

参
照
）

。
た
だ
し
、
七
生
支
所
、
豊
田

駅
連
絡
所
に
は
、

一
般
用
と
還
付
用
の

み
で
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
書
の
提
出
先

確
定
申
告
書
の
提
出
先
は
、
日
野
税

務
署
で
す
。

申
告
書
は
郵
送
で
提
出
で
き
ま
す
。

ご
自
分
で
申
告
書
を
作
成
さ
れ
た
方
は
、

郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

※
郵
送
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

申
告
書
の
控
え
に
税
務
署
の
収
受
印

が
必
要
な
方
は
、
提
出
す
る
申
告
書
の

ほ
か
、
「
申
告
書
控
」
、
「
切
手
を
張

っ
た
返
信
用
の
封
筒
」
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
返
信
用
封
筒
に
は
、

住
所
、
氏
名
を
忘
れ
ず
に
書
い
て
く
だ

さ
い
。

▽
郵
送
先
11
日
野
税
務
署

5
2
0
住
所
不
要
）

あ
っ
た
場
合
に
は
申
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
の
途
中
で
退
職

し
た
場
合
に
は
へ
年
末
調
整
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

円

■税
理
士
会
が
行
う
小
規
模
事
業
者
の

た
め
の
確
定
申
告
相
談

東
京
税
理
士
会
日
野
支
部
で
は
、
無

料
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
や
税
理

士
に
依
頼
し
て
い
る
方
は
、

ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
3
月
1
日
困
・

2
日
困
午
前

9
時
ー
正
午
と
午
後
1
時
S
4
時

▽
会
場
1
1
J
A
束
京
み
な
み
七
生
支
店

※
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
、
早
め
に
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
自
動
車
で
の
来
場
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
11
日
野
税
務
署
個
人
課
税

市
民
参
画
の
市
政
運
営
に
は
、
「
知

る
権
利
」
を
保
障
す
る
情
報
公
開
制
度

は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
「
知
る
権
利
」
を
保
障
す
る

一
方
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
保
護
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
の
行
政
活
動

に
お
い
て
も
、
多
く
の
個
人
情
報
が
集

め
ら
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
対
し
て
十
分
な
配

慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
日
野
市
で
は
平
成
10
年
4
月

[ : 
～審議会委員を募集します～

条例の見直しをしたいのですが

000を条件に承認します

市長

000のように改正すべきです

個人情報を000事務に
使っていいですか

審議会

円

ー

(〒

1
9
_
8

(6581 

第

1
部
門

(6
5
8
5
.
5
6
6
1
)

■商
工
会
主
催
に
よ
る
決
算
及
び
確
定

申
告
相
談

日
野
市
商
工
会
で
は
、

事
業
所
の
方

を
対
象
に
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
を

行
な
い
ま
す
。

な
お
、
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
の
相
談

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
H
時
1
1
2
月
16
日
困
S
2
2
日
因
、

3

月
6
H
O
D
S
1
0
日
②
午
前
9
時
S
正
午

と
午
後
1
時
S
4
時
※
土
曜

・
日
曜
日

を
除
く
。
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で

▽
会
場
11
日
野
市
商
工
会
館

▽
持
ち
物
11
①
前
年
の
決
算
書
・
申
告

書
控
え
②
帳
簿
類
③
年
金
・

保
険
等
の

納
付
書
等
④
印
鑑
⑤
税
務
署
か
ら
届
い

た
書
類
等

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
商
工
会

.
3
6
6
6
)
 

に
「
日
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を

施
行
し
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

を
定
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
住
民
参
加
の

諮
問
機
関

「
H
野
市
情
報
公
開

・
個
人

情
報
保
護
運
営
審
議
会
」
を
設
け
、
情

報
公
開
制
度
が
社
会
の
変
化
に
対
応
し

た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
行

政
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
、
利
用
等

が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

＿
運
営
審
議
会
の
仕
事
】

市
の
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
制

・知川

▽
16
日
11
八
南
歯
科
医
師
会
新
年
会

あ
い
さ
つ

（
八
王
子
市
）
に
挨
拶
▽
17
日
11
男
女

共
同
参
画
推
進
本
部
会
議
（
庁
内
）
に

出
席
▽

18
日
11
三
多
摩
公
立
病
院
運
営

協
議
会
、
市
長
会
厚
生
部
会
、
東
京
都

市
公
平
委
員
会
関
係
団
体
協
議
会
（
い

ず
れ
も
自
治
会
館
）
に
出
席
、
日
野
青

年
会
議
所
講
演
会
（
商
工
会
館
）
に
講

演
▽

19
日
11
日
野
消
防
関
係
四
団
体
合

同
賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）
に
挨
拶
、
市

長
相
談
日

(
2
件
）
▽
21
日
11
東
京
都

予
算
編
成
に
伴
う
市
町
村
長
合
同
会
議

（
都
庁
）
に
出
席
、
電
気
工
事
工
業
組
合

多
摩
支
部
、
平
山
台
工
業
連
合
会
（
七
日

会
）
、
東
京
都
自
動
車
整
備
商
工
組
合
賀

詞
交
歓
会
（
多
摩
市
、
市
内
）
に
挨
拶
＼

度
が
適
正
、
円
滑
に
運
営
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
外
部
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク

し
、
市
に
対
し
て
必
要
な
答
申
を
し
た

り、

意
見
を
述
べ
た
り
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

①
個
人
情
報
保
護
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
の
収

集
、
目
的
外
利
用
、
外
部
提
供
、
電
算

処
理
等
に
つ
い
て
実
施
機
関
の
諮
間
に

応
じ
て
審
議
、
答
申
す
る
②
条
例
改
正

な
ど
、
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保

護
制
度
の
制
度
上
の
重
要
事
項
に
つ
い

て
審
議
、
答
申
す
る
、
な
ど
で
す
。

【
委
員
構
成
】

委
員
数
は
、
学
識
経
験
者
6
人
、
市

民
4
人
の

10
人
で
す
。
任
期
は

4
月
30

8
（
か
ら
の

2
年
間
で
す
。

【
応
募
方
法
】

▽
対
象
11
市
内
在
住
の
方
※
他
の
公
募

委
員
に
な
っ
て
い
る
方
、
日
野
市
常
勤

職
貝
を
除
く

▽
定
貝
1
1
4
人

▽
応
募
方
法
1
1
3
月
1
7
日
②
（
必
着
）

ま
で
に
封
書
等
で
。
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電

話
番
号
、
作
文
「
市
民
生
活
と
情
報
公

開
に
つ
い
て
」

(400
字
詰
め
原
稿
用
紙
2

枚
以
上
4
枚
以
内
、
ワ
ー
プ
ロ
等
の
場

合
800
字
以
上
1
千
600
字
以
内
）
を
記
人

し、

H
野
市
役
所
総
務
部
庶
務
課
（
〒

191ー

8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ
※
選
考

結
果
は

4
月
中
旬
ま
で
に
通
知
し
ま
す

面
合
菟
＂
霧
部
靡
諒

一口ぃヽ確
定
申

●
所
得
税
の

確
定
申
告
が
必
要
な
方

確
定
申
告
の

無
料
相
談
会

▽
22
日
11
保
育
ま
つ
り
（
市
民
会
館
）
に

挨
拶
、
市

p
協
懇
談
会
（
庁
内
）
に
出

席
▽

23
日
11
東
京
都
公
民
館
研
究
大
会

（
立
川
市
）
に
挨
拶
▽

24
日
11
日
野
自
動

車
デ
ュ
ト

ロ
贈
呈
式
（
同
本
社
）
、
共
済

組
合
医
療
費
増
向
対
策
委
員
会
（
同
組

合
）
、
市
政
経
営
懇
談
会
（
庁
内
）
に

出
席
▽

25
日
11
市
長
会
厚
生
部
会
、
市

長
会
、

三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議
会

第

一
部
会
（
い
ず
れ
も
自
治
会
館
）
に

出
席
、
日
野
市
果
実
組
合
賀
詞
交
歓
会

（
市
内
）
に
挨
拶
▽
27
日
ー
28
日
11
男
女

共
同
参
画
都
市
宣
言
サ
ミ
ッ
ト
（
八
代

市
）
に
出
席
▽

29
日
11
日
野
第
五
小
学

校
40
周
年
記
念
式
典
（
同
小
）
、
南
多
摩

地
区
消
防
団
幹
部
研
修
会
（
庁
内
）
に
挨

拶
▽

30
日
11
廃
棄
物
減
量
等
推
進
委
員

会
議
（
市
民
会
館
）
に
出
席
▽
3
1
8
11

農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
賀
詞
交
歓
会
（
市

内
）
に
挨
拶ヽ

琵
g

■に
せ
税
理
土
に
-3
注
意
を
！

無
資
格
者
が
税
金
の
相
談
、
申
告
書

の
作
成
、
税
務
の
代
行
を
す
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

税
理
士
は
、
税
理
士
証
票
を
携
帯
し

税
理
士
バ
ッ
ジ
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
東
京
税
理
士
会

(6
0
3

.
3
3
5
6
.
4
4
6
1
)
 

■ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
貸
し
出
し
ま
す

日
野
警
察
署
で
は

2
月
21
日
ま
で
ベ

ビ
ー
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し
を
受
け
付
け

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

「
お
も
い
や
り
人
に
車
に
こ
の
街
に
」

▽
問
合
せ
先
11
日
野
警
察
署
交
通
課
総

務
係

(
6
5
8
6
.
o
l
l
o
)

■登
録
弁
護
土
が
無
料
法
律
相
談
を
実

施
圏
法
律
扶
助
協
会
東
京
都
支
部
で
は
、

登
録
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
登
録

さ
れ
て
い
る
弁
護
士
（
都
内
の
登
録
弁

護
士
約
400
人
）
の
事
務
所
で
無
料
法
律

相
談
が
で
き
る
制
度
で
す
。

▽
対
象
11
都
内
在
住
・

在
勤
者
で
同
協

会
の
資
力
基
準
に
該
当
す
る
方

▽
相
談
内
容
11
金
銭
、
不
動
産
、
家
庭

債
権
・債
務
な
ど
民
事
・
行
政
事
件
全
般

孟
込
み
・
問
合
せ
先
11
同
協
会

(
6

⑬

-
3
5
8
o
,
登
含
号
）

-— 清流は一人ひとりの思いやり R
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身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
募
集

4
月
か
ら
の
利
用
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

▽
内
容
・
定
員
11
①
機
能
訓
練
な
ど
の

基
本
事
業
（
週
2
S
3
回
）
…
16
人
／
②

入
浴
サ
ー
ビ
ス
（
月
2
回
水
曜

H
)
…
男

女
各
4
人
※
年
度
で
更
新
。
送
迎
あ
り

▽
会
場
11
多
摩
療
護
園
（
程
久
保
872
の

l
)
 

▽
対
象
1
1
1
5
歳

s64歳
の
在
宅
の
身
体

障
害
者
（
肢
体
不
自
由
者
で
身
の
回
り

固書館 畠

▽
所
在
地
11
多
摩
平
7
の
23
の
2
※
駐

車
場
あ
り

▽
開
館
時
間
1
1
午
前
10
時
ー
午
後
5
時

▽
休
館
B
1
1
毎
週
月
曜
・
士
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始

▽
蔵
書
数
1
1
成
人
書
1
万
6
千
冊
、
児

童
書
3
千
500
冊

▽
問
合
せ
先
11
多
摩
平
図
書
館

(6583

•256l) 
今
日
か
ら

多
摩
平
図
書
館
が
開
館

課▽ ▽ま▽ ▽覧 t
会王で縦変しの理日、 こ整 ••••• ▽決※▽のー よ

場な 覧更まで事野
事東 雙疋面申介

・変 期年す‘業都 業：町
ロ 接込助

問更 間月゜その市 叶土
せ の期が

ロ 先う限必
合内 ll 日 の事計 画i地！ ll え ll 要
せ容 換 ll 内 業 画 玩i区； 障 ‘2 な
先 ll 地平容計事 画i圭本月方
II 施処成を画業

l 整 籍
区行 分 l2 次を東 讐理 祉

人 25..__,.,
の H

塁骨悶り望慶？ 竪塁 喜麿（金）
理 の 告 月 おし地 のの 護 に
第 変 の 1 りま区 紺t 係 よ
2更日日縦し画 覧 り

職
員
募
集

■日
野
市
職
員
（
保
健
婦
（
士
）
）

▽
応
募
資
格
1
1
昭
和
47
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
で
保
健
婦
（
士
）
の
資
格
を

取
得
の
方
又
は
取
得
見
込
み
の
方

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
提
出
書
類
1
1
①
所
定
の
試
験
申
込
書

※
市
役
所
4
階
職
員
課
、
七
生
支
所
、

豊
田
駅
連
絡
所
で
配
布
②
最
終
学
歴
の

卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
と
成
績
証
明
書

③
資
格
取
得
（
見
込
み
）
証
明
書

※
応
募
方
法
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

烹
問
合
せ
先
11
職
員
課

■市
立
総
合
病
院
職
員
（
助
産
婦
・
看

護
婦
（
士
）
・
臨
床
検
査
技
師
）

▽
職
種
・
応
募
資
格
1
1
①
助
産
婦
・
看

護
婦
（
士
）
…
昭
和
47
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
各
資
格
を
取
得
の
方
又
は
取

得
見
込
み
の
方
②
臨
床
検
査
技
師
…
昭

和
4
9
年
4
月
2
H
以
降
生
ま
れ
で
資
格

を
取
得
の
方
又
は
取
得
見
込
み
の
方

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
提
出
書
類
1
1
①
所
定
の
試
験
申
込
書

（
写
真
添
付
）
※
市
役
所
4
階
職
員
課

と
市
立
総
合
病
院
で
配
布
②
最
終
学
歴

の
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
と
成
績
証

明
書
③
資
格
証
明
書
（
写
し
）
※
取
得

見
込
み
の
方
は
除
く

▽
応
募
方
法
11
①
は
2
月
2
2
H
因
②
は

25
日
②
の
午
後
5
時
ま
で
に
市
立
総
合

病
院
（
多
摩
平
6
の
1
の
1
6
5
8
1
.
2

6
7
7
)
へ
持
参

■図
書
館
嘱
託
・
臨
時
職
員

▽
応
募
資
格
1
1
5
5
歳
未
満
の
健
康
で
図

書
館
に
関
心
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
勤
務
期
間
1
1
4
月
ー
来
年
3
月
末
H

※
勤
務
H
時
は
図
書
館
に
よ
り
異
な
り

ま
す

▽
勤
務
場
所
11
市
内
図
書
館

▽
勤
務
内
容
1
1
図
書
の
貸
し
出
し
・
返

却
及
び
整
理
等
の
補
助

▽
賃
金
11
時
給
870
円
か
ら
（
交
通
費
実

費
支
給
）

▽
応
募
方
法
1
1
2
月
19
日
山
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
中
央
図
書
館

(〒

1
9
1
_
0
0
5
3
豊
田
2
の
496581

•
7
3
5
4
)
へ
持
参
か
郵
送

一
教
育

□＂
―
[
の
お
知
ら
せ

日
野
市
教
育
委
員
会
第
12
回
定
例
会

は、

3
月
1
日
困
午
後
2
時
か
ら
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
離
乳
食
教
室

赤
ち
ゃ
ん
が
、
食
事
の
習
慣
を
付
け

る
準
備
と
し
て
、
離
乳
食
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
3
月
2
日
因
午
前
10
時
ー
1
1

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
1
1
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
お
話
と
試
食

▽
対
象
11
生
後
4
ー
5
カ
月
児
（
平
成

11年
10
月
1
日
＼
1
1
月
30
日
生
ま
れ
）

け
ま
し
ょ
う

◎
可
◎

ぷ

18§

,言,'-

新
し
い
年
の
始
ま
り
か
ら
、
す
で

に
2
カ
月
が
過
ぎ
、
2
0
1
0
年
プ

ラ
ン
づ
く
り
も
、
6
つ
の
分
科
会
そ

れ
ぞ
れ
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
内
容

が
、
統

一
の
シ
ー
ト
に
ま
と
め
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
主
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■安
心
分
科
会

・
ご
み
問
題
と
リ
サ
イ
ク
ル

•
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

・
乳
幼
児
に
つ
い
て
ほ
か

■活
力
分
科
会

．
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
日
野
ら
し
さ
を
生
か
し
た
ま
ち

．
魅
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
ほ
か

■ふ
れ
あ
い
分
科
会

・
地
域
ぐ
る
み
で
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
施
策

・
学
校
教
育
の
あ
り
か
た
ほ
か

（
教
育
庶
務
課
）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

と

親

月

日

、

電

話

番

号

を

記

入

し

、

日

野

市

▽
定
員
1125
人

（

先

着

順

）

役

所

健

康

課

歯

科

予

防

教

室

係

(-T191

▽
申
込
み
先
1
1
健
康
課
(
6
5
8
1
.
4
1

ー

0
0
1
1
日
野
本
町
1
の
6
の
2
生

l
l
)

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

●

成

人

歯

科

予

防

教

室

●

多

胎

児

の

親

子

の

つ

ど

い

歯
科
医
師
に
よ
る
検
診
、
歯
科
衛
生
育
児
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
話
し

士
に
よ
る
歯
の
手
入
れ
の
指
導
等
を
含
合
い
ま
し
ょ
う
。

め

た

教

室

を

開

催

し

ま

す

。

▽

日

時

1

1

3

月

17
日
②
午
前
10
時

s
n

▽
日
時
1
1
3
月
10
日
②
午
後
0
時
45
分

時

30
分

ー
3
時

▽

会

場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
会
場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
1
1
自
主
グ
ル
ー
プ
「
チ
ェ
リ
ー

▽
対
象
1
1
3
5
歳
以
上
の
市
民
キ
ッ
ズ
」
活
動
紹
介
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

▽
申
込
み
1
1
2
月
22
日
因
（
必
着
）
ま
▽
対
象
1
1
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
親
と

で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
生
年
子
、
ま
た
は
育
て
た
経
験
の
あ
る
方

▽
申
込
み
先
1
1
健
康
課
(
6
5
8
1
.
4
1

l
l
)
 

へ
1

農

寸

な
り
ま
し
だ

河
原
卓
輝
く
ん

（
か
わ
は
ら
・
た
か

き
。
平
成
1
1
年
2
月
1
日
午
後
3
時

47
分
生
ま
れ
。
父
・
規
明
さ
ん
、
屏

・
直
美
さ
ん
。
西
平
山
在
住
）

っ
た
い
歩
き
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
、
ま
す
ま
す
活
発
に
動
き
回
っ

て
い
る
卓
輝
く
ん
。
お
姉
ち
ゃ
ん
の

礼
佳
ち
ゃ
ん
と
楽
し
そ
う
に
お
ま
ま

ご
と
遊
び
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

▽
検
査
8
1
1
毎
週
火
曜
・
木
曜
日

▽
定
員
11
各
2
人
（
予
約
制
）

▽
費
用
1
1
4
万
5
千
円
（
消
費
税
別
）

▽
受
付
日
時
1
1
月
曜
＼
金
曜
日
の
午
前

8
時
30
分
＼
午
後
4
時
※
祝
日
を
除
く

▽
会
場

・
申
込
み
先
11
市
立
総
合
病
院

(
6
5
8
1
.
2
6
7
7
)
 

■う
る
お
い
分
科
会

・
緑
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

・
農
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

•
生涯
現
役
の
ま
ち
ほ
か

■ス
リ
ム
分
科
会

•
み
ん
な
が
生
き生
き
く
ら
せ
る
ま

ち
・
借
金
に
依
存
し
な
い
健
全
財
政

・
資
源
循
環
型
を
め
ざ
す
ま
ち
ほ

ヵ■未
来
分
科
会

•
市
民
参
加
と
情
報
公
開

・
子
育
ち
の
場

・
資
源
化
率
90
％
を
目
指
す
ご
み
ゼ

ロ
の
ま
ち
づ
く
り
ほ
か

•••••••••••••••••••••••••••••• 各
分
科
会
と
も
広
範
囲
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
て
お
り
、
今

後
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
と
し
て

の
と
り
ま
と
め
と
す
る
た
め
の
、
分

科
会
間
で
の
内
容
調
整
が
始
ま
り
ま

す。
2
0
1
0
年
プ
ラ
ン
の
姿
が
次
第

に
見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
課
）

I-2月後期休日診療医
診療時間： g: oo----12 : oo 

13 : 00----17 : 00 

日野台診療所（内・児・外科） ― 小林医院（児・内科）
日野台4-26-16云581-6175 豊田4-34-4!'!581-0433 

i 
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62
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汗
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塁ち

野函一V日
至豊田

京王線 平山城址公園駅

●休日準夜診療所
訥診療日 2 月 19日（土） •20日（日） •26日（土） •27 日（日）

診療時問 l9:30~22:30 

診療科目 内科・小児科

' ，'、9 日野本町 1-7~2
場 所 生活・保健センター分室

云584-1661 

●救急病院2月後期宿日直予定表

品はIふ贔ぶ--.... --闘

内

贔 巾心

外

科

眼

科

整

形

外

科

泌

尿

器

科

●休日歯科応急診療所
診療日| 2 月 20日（日） •27日（日）

g: oo~ 12: oo、13: oo~ 17 : oo 
（受け付けは午後 4時まで）

内

科

内

科

内

科

内

科

内

科

高幡308-l福祉支援センター内

（日野保健所跡）云．囲594-2111

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホン
センター（日野消防署ff58l-Oll9)へ問い合わせを。

）
＿
（
夜
）
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形
外
・
内
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科
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外
科

R 健康でいきいきとしたまちに
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市役所代表電話
TEL.042-585-1111 -i集“'

国
民
年
金
は
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
、
一
人
ひ

と
り
が
老
後
に
共
通
し
た
年
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
国
が
運
営
し
て
い
る
制

度
で
、
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
年

金
に
つ
い
て
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
国
民
年
金
の
基
本
的
な

仕
組
み
や
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

国
民
年
金
の
目
的
は
？

社
会
保
障
の
重
要
な
柱
と
し
て
高

齢
、
障
害
な
ど
の
際
に
、
所
得
保
障
を

行
い
、
生
活
の
安
定
を
維
持
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
た

保
険
料
は
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
々

の
年
金
に
充
て
ら
れ
、
将
来
受
給
す
る

年
金
は
後
世
代
の
方
々
が
納
め
た
保
険

料
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
、
す
べ
て

の
人
が
相
互
に
助
け
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
重
要
な
社
会
保
障

制
度
で
す
（
表
l
参
照
）

。

必
す
加
入
す
る
の
で
す
か
？

国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
人

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
加
入
手
続
き

を
し
な
い
と
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に

最
低
必
要
な
資
格
期
問

(25
年
）
を
満

た
せ
な
い
た
め
、
受
給
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な

い
な
ど
不
都
合
が
生
じ
ま
す
。

第985号 2/15 

みんなで支え合う国民年金

の基本的な仕紺み

保
険
料
は
？

E羅 国民年金は世代と世代の支え合い

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
？
・

職
業
に
よ
っ
て
次
の

3
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
（
表
2
参
照
）
。

①
第
1
号
被
保
険
者

自
営
業
、
農
業
、
学
生
、
勤
め
て
い

て
も
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方

な
ど

②
第
2
号
被
保
険
者

会
社
員
、
公
務
員
な
ど

③
第
3
号
被
保
険
者

会
社
員
、
公
務
員
な
ど
の
方
に
扶
蓑

さ
れ
て
い
る
妻
ま
た
は
夫
。
届
け
出
が

必
要
で
、
こ
れ
を
忘
れ
る
と
年
金
受
給

に
支
障
が
出
ま
す
（
表
3
参
照
）
。

な
お
、
第
1
号
被
保
険
者
は
自
分
自

身
で
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

任
意
加
入
襖
保
険
者

60
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
年
金
を
受

け
る
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ
た
方

や
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
方
、

ま
た
、

20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
海
外
に

住
む
日
本
人
の
方
は
、
希
望
す
れ
ば
国

民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

65
歳
の
時
点
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
が
不
足
す
る
方
は

70
歳

未
満
ま
で
の
問
で
受
給
要
件
に
達
す
る

ま
で
希
望
す
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
で

き
ま
す
（
た
だ
し
、
昭
和
30
年
4
月
1
日

以
前
生
ま
れ
の
方
に
限
り
ま
す
）

。

収
人
の
増
減
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
り

す
る
こ
と
な
く
、
毎
月
定
額
で
す
。

平
成
11
年
度
は
、

1
カ
月
1
万
3
千

300
円
で
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
の
窓

口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◎
平
成
12
年
4
月
分
か
ら
は
郵
便
局
で

も
お
支
払
い
が
で
き
ま
す

S
便
利
な
口

座
振
替
や
お
得
な
前
納
を

保
険
料
の
支
払
い
に
は
口
座
振
替
を

ご
利
用
に
な
る
と
、
納
め
忘
れ
も
な
く

金
融
機
関
や
市
役
所
に
出
向
か
な
く
て

す
み
、
大
変
便
利
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
場
合
、

2
年

以
内
な
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま

す
が
、

2
年
を
過
ぎ
る
（
納
期
限
は
2

年
1
カ
月
）
と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
翌
月
26
日

(
3
月
分
の
み
4
月
1
6

日
）
に
振
替
さ
れ
る
口
座
振
替
が
確
実

高齢世代

で
安
心
で
す
。

ま
た
、
前
納
の
場
合
、
平
成
11
年
度

で
は
、

1
年
で

3
千
850
円
、
6
カ
月
で

880
円
の
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

◎
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き
に
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
免
除
を
受
け

た
期
間
の
年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め

た
場
合
の

3
分
の

1
と
な
り
ま
す
。
な

お、

10
年
以
内
な
ら
ば
免
除
期
間
の
保

険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
け
取
る
年
金
は
？

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金
は
、
受
給
資
格
期
間

（
原
則
と
し
て
保
険
料
の
納
付
済
期
間
、

免
除
期
間
、
合
算
対
象
期
間
の
合
計
が

25
年
以
上
）
を
満
た
し
た
方
が
原
則
と

し
て

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
年
金
額
1
1
8
0
万
4
千
200
円

※
こ
の
金
額
は
、
生
年
月
日
に
応
じ
た

加
入
可
能
年
数
分
を
す
べ
て
納
付
し
た

場
合
の
金
額
で
す
（
平
成
11
年
度
）

現役世代

現役世代が納める保険料が今の高齢世代を支え、現役世代が高齢者になったときには、

次の世代の納める保険料が生活を支えてくれる「世代間扶養」によって成り立っています

E国 あなたはどの種別に該当しますか？

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
加
人

中
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が
で
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
初
診

8
の
前
1
年

間
に
、
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な

ど
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

20
歳
に
な
る
前
か
ら
障
害
の
あ
る
方

に
は
、

一
定
の
基
準
に
よ
り
20
歳
か
ら

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
年
金
額
＂
障
害
の
程
度
が

1
級
の
場

合
：
100
万
5
千
300
円
／
障
害
の
程
度
が

2
級
の
場
合
…
80
万
4
千
200
円
（
平
成

11
年
度
）

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
や
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
の
あ
る
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合

に
、
そ
の
人
の
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
子
に
つ
い
て
は
、

18
歳
の
誕
生
日
以
後
の
最
初
の

3
月
31

日
ま
で
の
子
か
、
ま
た
は
20
歳
未
満
の

障
害
の
あ
る
子
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
亡
く
な
る
前
1
年
間
に
、
保

1 

自営業、農業、学生、勤
めていても厚生年金に加
入していない方など

自
分
で
手
続
き
を
し
て
、
自
分
で
保
険

料
を
納
め
ま
す

一会社員、公務員など（職
場で厚生年金か共済組合
に加入）

手
続
き
と
保
険
料
の
納
付
は
本
人
に
代

わ
っ
て
事
業
主
が
行
い
ま
す
c
 

•
自
分
で
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
保
険
料
は
配
偶
者
が
加
入
し
て

い
る
年
金
制
度
が
ま
と
め
て
納
め
ま
す

方

養
の
扶
夫

ど
に
は

贔た雷印
ノ
ム
被
逗

員
号
て

閏
5一

＊
国
民
年
金
…
市
役
所
保
険
年
金
課
年
金
係

＊
厚
生
年
金
…
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所

6
0
4
2
6
.
2
6
.
3
5
1
1
 

職場の年金に加入していない方は、国民年金の加入手続きを

20
歳
に
な
ら
れ
る
前
月
に
加
入
の
ご

20
歳
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
へ

険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な
ど
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

▽
年
金
額
11
子
が
1
人
あ
る
妻
は
103
万

5
千
600
円
、
子
1
人
が
受
け
る
場
合
80

万
4
千
200
円
（
平
成
11
年
度
）

寡
婦
年
金

寡
婦
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
資
格
の
あ
る
夫
が
何
の
年
金
も
受

け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
、
結
婚
期
間
が

10
年
以
上
あ
る
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
年
金
額
11
夫
の
老
齢
基
礎
年
金
額
の

4
分
の

3

死
亡
＿
時
金

死
亡

一
時
金
は
、
保
険
料
を
3
年
以

上
納
め
た
方
が
何
の
年
金
も
受
け
ず
に

死
亡
し
た
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
年
金
額
11
保
険
料
納
付
年
数
に
よ
り

12
万

s32万
円

第 1号・第 3号被保険者の方が職場の年金に加入したときに
は、国民年金の種別変更の手続きを（扶養する配偶者がいる
方は、同時に配偶者の方の種別変更の手続きも）

職場の年金の加入者が60歳前に退職したときは、種別変更の
手続きを（扶養する配偶者がいる方は、同時に配偶者の方の
種別変更の手続きも）

結婚や、収入減などで、配偶者（職場の年金に加入中）に扶
養されるようになったときは、第 3号被保険者への種別変更
の手続きを

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
必
ず
ご
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
回
答
い
た
だ
け
な
い
場
合
も
、
国

民
年
金
に
加
入
す
べ
き
方
に
は
、
基
礎

年
金
番
号
を
付
番
し
た
年
金
手
帳
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
万

一
の

と
き
に
障
害
年
金
を
受
け
た
り
、
将
来
、

満
額
の
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

ま
た
、

20
歳
で
受
け
た
年
金
手
帳
は、

皆
さ
ん
が
生
涯
使
用
し
て
い
く
も
の

で
、
就
職
す
る
と
き
も
必
要
で
す
。
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
年
金
係

国
民
年
金
保
険
料
・
未
網
分
の

出
頭
徴
収
と
相
談
窓
口
を
開
設

八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
と
市
で

は、

平
成
10
年
1
月
分
ー
平
成
11
年
3

月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
未
納
分
の
出

張
徴
収
を
行
い
ま
す
（
別
表
参
照
）
。

わ
ず
か
な
未
納
分
の
た
め
に
年
金
が

離婚や、収入増、配偶者が職場の年金をやめたりしたときは、
第 1号被保険者への種別変更の手続きを

引き続き第 3号被保険者となることの確認を受ける手続きが
必要です

配偶者が在職中に65歳になると第2号被保険者でなくなりま
すので、第 1号被保険者への種別変更の手続きを

※手続きに必要な書類は人によって違いますので、手続きをする前に、必すお問い合わせを。
手続きを忘れると年金がもらえなくなる場合もありますのでこ注意ください

日程 会場 ： 

2月17日 市役所5階

（木） 507会議室

18日
七生公会堂

＂ 森~",：, (~ 金~’ ） 炉

も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

分
割
し
て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
未
納
分
が
あ
る
方
は
直
接
会
場
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
（
未
納
分
が
あ
る

方
へ
は
、
前
も
っ
て
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

。

ま
た
、
当
H
は
国
民
年
金
制
度
の
仕

組
み
や
各
種
届
け
出
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
窓
口
も
開
設
し
ま
す
（
申

し
込
み
は
不
要
で
す
）
。

▽
問
合
せ
先
11
八
王
子
社
会
保
険
事
務

所

(
6
0
4
2
6
.
2
6
.
3
5
l
l
)

／
市
保
険
年
金
課
年
金
係

表程日

-一
出

．
 時間＝午前10時～午後4時

一 支えあい助けあうまち H野のまち ゜. /  
ノ‘←
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地
域
ま
ち
づ
く
り
広
場
で
は
、
各
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
や
、
そ
の
地
域
に

興
味
の
あ
る
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
「
良
い
と
こ
ろ
」
や
「
問
題

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」
な
ど
を
見
つ

け
だ
し
な
が
ら
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
素
案
を
作
成
し
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま

す。
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

方
や
、
自
分
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
手

で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
の

應域のまちづくりに参貞を
～「地域まちづくり広場」のメンバー募集～

ぃ
；
ょ
に

素
え
て

み
と
も
ん
か
。

■地域区分図
JR中央線

市
民
参
画
の
場
の
1
つ
と
し
て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
方
針
）
づ
く
り
の
企
画
・
運
営
な
ど
基
本
的
な
枠
組
み
か
ら
話
し
合
う
「
市
民

ま
ち
づ
く
り
会
議
」
が
昨
年
11
月
に
発
足
し
、
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
う
場
と
し
て
、
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
広
場
」
を
設
置
し
ま
す
。

あ
る
方
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
期
間
1
1
3
月
S
来
年
3
月
ご
ろ

（月
1
S
2
回
程
度
、
原
則
と
し
て
土

曜
日
ま
た
は
日
曜
日
の

4
時
間
程
度
）

※
活
動
に
対
す
る
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
定
貝

11
あ
り
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
方
全
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す

▽
希
望
地
域
の
選
択

11
①
地
域
区
分
図

A
ー
H
の
地
域
か
ら
、
自
分
が
参
加
し

た
い
地
域
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

ヽ ②
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
以
外
で
も

選
択
は
可
能
で
す
※
地
域
区
分
及
び
希

望
地
域
の
決
定
は
発
足
会
に
て
行
な
い

ま
す
（
お
お
む
ね
左
図
の
地
域
区
分
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

▽
申
込
み

1
1
2
月
29
日
心
（
必
着）
ま
で

に
ハ
ガ
キ
ま
た
は

F
A
X
で
。
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
す
る
地
域
（
A
ー
H
)
及
び
そ
の
地

域
を
希
望
し
た
理
由
を
記
入
し
、
日
野

市
役
所
都
市
計
画
課
(
〒

1
9
1
1
8
6
8

6
住
所
不
要
／
回
5
8
3
.
4
4
8
3
)

へ

3
月
18
日
に
発
足
会

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
発
足
会

に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
ご
都
合
の
悪
い

方
は
、
申
し
込
み
の
と
き
に
そ
の
旨
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
3
月
18
日
山
午
後
1
時
ー
4

時
（
受
け
付
け
は
午
後
0
時
30
分
か
ら
）

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

都
市
計
画
課

2
月
1
日
付
け
で
東
京
都
か
ら
指
定

を
受
け
た
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

を
紹
介
し
ま
す
。

森
市
内
追
加
指
定
事
業
者

①
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ん
じ
ん
・
神

明
（
事
業
者
名
称
・
（
社
福
）
に
ん
じ
ん

の
会
）
…
神
明
3
の
6
の
1
6
5
8
7
.
1
2

3
0
回
5
8
7
.
1
2
5
3
※
案
内
図
参
照

②
日
野
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
フ

ラ
ワ
ー
（
事
業
者
名
称

・
固
厚
医
会
）

…
日
野
本
町
6
の
3
の
1
7
6
5
8
1
.
7
6

1
1
回
5
8
1
.
7
6
1
4
※
案
内
図
参
照

者業事援支護

醐

〈

で
ピ
ぃ
□贔

三鱈ロ一

■
.
 

＊
市
外
追
加
指
定
事
業
者

①
固
北
原
脳
神
経
外
科
病
院
（
事
業
者

名
称
・
固
北
原
脳
神
経
外
科
病
院
）
…

八
王
子
市
大
和
田
町
ー
の

7
の
2
3
6
0

4
2
6
.
4
5
.
1
1
1
0
回

0
4
2
6

.
4
5
.
1
1
4
0
 

②
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
コ
ス
モ
ス

（
事
業
者
名
•
特
定
非
営
利
活
動
法
人

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
）
…
立
川
市

錦
町
1
の
23
の
2
レ
ジ
デ
ン
ス
錦
1
0
2
6

・回
0
4
2
.
5
2
3
.
7
0
2
6

こ
れ
ら
の
事
業
者
で
は
、
介
護
保
険

の
申
請
受
付
、
及
び
代
行
申
請
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
市
で
は
、

4
月
か

ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
の
申
請
受
付

i 

I 
I 

1! 

及
び
、
介
設
認
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
常
生
活
を
し
て
い
く
上
で
身
体

的
な
介
護
や
支
援

を
必
要
と
さ
れ
る

方
で
、
ま
だ
申
請

t"

を
済
ま
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
お
近

く
の
事
業
者
、
ま

た

は

介

護

保

険

課

ゞ

。

ー

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
介
護
保
険
課
）

傍
聴
希
望
者
は
申
し
込
み
を

保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画

作
成
委
員
会

第
11
回・

12
回
「
日
野
市
保
健
福
祉

計
画
：
介
護
保
険
事
業
計
画
」
作
成
委

員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
傍

聴
希
望
者
は
、
事
前
に
申
し
込
み
を
。

▽
日
時
1
1
2
月
1
8
B
②

,
2
9
B
)
午
後

2
時
ー
4
時

/

渓

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

▽
定
員
11
各
日
10
人
程
度

▽
申
込
み
先

11
介
護
保
険
課

日
野
の

多
く
の
市
民
の
方
々
の
参
画
を
得
て

策
定
さ
れ
た
日
野
市
環
境
基
本
計
画

が
、
昨
年
9
月
市
議
会
に
お
い
て
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

日
野
市
環
境
基
本
計
画
は
、

B
野
市
環
境
基
本
計
画
書
が

で
き
ま
し
た

日野市在宅介覆刃星センターフラワー

ご臼
介
護
保
険
制
度

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を
紹
介

(

＼

{

 

環
境
に
つ
い
て
、
大
気
、
水
、
緑
、
リ
サ

イ
ク
ル
と
要
素
別
に
、
私
た
ち
の
生
活

と
の
関
係
か
ら
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
「
＜

ら
し
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
次
の
世
代
へ
、
今
あ
る
豊

か
で
恵
ま
れ
た
環
境
を
引
き
渡
す
た
め

に、

一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
中
で
で
き

る
こ
と
、
市
民
と
し
て
行
う
こ
と
、
市

が
行
う
こ
と
、
事
業
者
が
行
う
こ
と
に

整
理
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
書
は
、
市
内
の
各
図
書
館

で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
概
要
版
を
市
役
所
3
階
環
境

保
全
課
、
七
生
支
所
で
配
布
し
ま
す
。

（
環
境
保
全
課
）

丘湛
I
S
o
l
4
0
0
ー
の
認
証

<
前
回
、

を
取
得
す
る
た
め
に
は
環
境
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ
の
最
大
の
狙

い
は
環
境
に
与
え
る
負
荷
を
継
続
し
て

低
減
す
る
こ
と
で
す
。

I
S
o
l
4
0
0
ー
の
規
格
に
従
う

と
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
「
計
画
I
I
P
l

a
n
」
「
実
行

I
I
D
o
」
「
点
検
I
I
C

h
e
c
k
」
「
見
直
し

1
1
A
c
t
i
o

n
」
の

4
つ
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
（
こ
れ
を
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
と
呼
び
ま
す
）

。

現
在
、
市
で
は
こ
の
仕
組
み
の
中
で

p
‘（
計
画
）
の
部
分
を
進
め
て
お
り
、

市
で
行
っ
て
い
る
事
業
の
中
で
ど
の
部

分
が
ど
れ
だ
け
環
境
に
負
荷
を
与
え
て

い
る
の
か
を
全
庁
的
に
調
査
し
、
集
計

を
し
て
い
ま
す
。
環
境
負
荷
を
洗
い
出

す
作
業
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署

が
自
分
た
ち
の
仕
事
に
つ
い
て
、
も
う

一
度
見
直
す
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
環

境
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

合
後
は
そ
こ
で
集
め
ら
れ
た
デ
ー
タ

に
も
と
づ
い
て
環
境
負
荷
低
減
の
た
め

の
目
的
・
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。市

の

I
S
o
l
4
0
0
1
認
証
取
得

へ
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
環
境
保
全
課
）

◎ ともに手をとり うるおいのあるまちに 一一
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＊

＂に多摩
獣

繋

顧
樹
し
ま
せ
、
紐

＊
白
で
つ
く
ろ
う
、
桜
の~
，

圏
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
で
は
、

多
摩
川
の
堤
防
敷
に
桜
の
苗
木
を
植

え
よ
う
と
、
昨
年
の

11
月
か
ら
「
サ

ク
ラ
植
樹
募
金
運
動
」
を
始
め
ま
し

た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
で
、
桜
の

根
で
堤
防
を
痛
め
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
工
事
が
一
部
完
成
し
、
初
め

て
の
桜
の
植
樹
を
行
い
ま
す
。
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
募
金
活
動
は

継
続
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
。

▽
植
樹

H
時

1
1
2
月
27
日
（
午
前
10

時
か
ら
※
荒
天
の
場
合
は

3
月
5
日

H
 

▽
場
所

11
日
野
橋
か
ら
下
流
へ

150
い

の
多
摩
川
右
岸

▽
持
ち
物

11
移
植
ご
て
、

軍
手

▽
募
金
方
法

11
①
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
②
振
り

込
む
場
合
は
「
東
京
三
菱
銀
行
日
野

市
役
所
支
店
、
普
通
預
金
、
口
座
番

号
0
5
6
9
3
7
7
、
国
日
野
市
環

境
緑
化
協
会
サ
ク
ラ
植
樹
募
金
」
へ

▽
後
援

11
日
野
市

▽
協
賛

11
東
京
日
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
プ
、

束
京
日
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

プ
、
日
野
市
建
設
協
和
会
、
日
野
緑
進

会
ほ
か

▽
問
合
せ
先

11
閲
日
野
市
環
境
緑
化

協
会

(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

●
科
学
実
験
も
の
づ
く
り
指
導
者
講

習
会
「
ラ
ブ
ラ
ブ
定
規
を
つ
く
ろ
う
」

侮
日
の
生
活
で
利
用
し
て
い
る
磁

気
カ
ー
ド
の
正
体
を
科
学
の
目
で
解

明
し
ま
す
。
し
く
み
が
分
か
っ
た
ら

さ
っ
そ
く
実
験
工
作
。
録
音
し
た
自

分
の
声
を
し
ゃ
べ
る
「
お
し
ゃ
べ
り

定
規
」
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
例

え
ば
ア
イ
ラ
プ
ユ
ー
と
す
れ
ば
「
ラ

ブ
ラ
ブ
定
規
」
。

科
学
実
験
・

エ
作
を
指
導
し
て
み

た
い
、
い

っ
し
ょ
に
楽
し
み
た
い
方

な
ど
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
親
子

の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

▽
日
時

1
1
2
月
27
日
①
午
前
10
時

S

正
午

▽
会
場

11
市
役
所
5
階

505
会
議
室

▽
講
師

11
川
村
康
文
氏
（
サ
イ
エ
ン

ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
）

▽
対
象

11
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

の
方
※
小
学
生
は
保
談
者
同
伴
で

叉
疋
員

1130
人
※
先
着
順

▽
協
力

11
科
学
技
術
振
興
事
業
団

翠
中
込
み
先

11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4

l
1
2
)
 

■生
活
の
知
恵
袋
「
こ
ん
に
ゃ
く
・

み
そ
・
よ
も
ぎ
団
子
づ
く
り
と
草
木

染
め
」早

春
の
一
日
、
自
然
い
つ
ば
い
の

農
家
の
庭
先
で
日
野
の
農
家
の
伝
統

的
な
味
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

言
口
時
・
内
容

1
1
2
月
29
日
因
午
前

9
時
30
分

S
正
午
…
こ
ん
に
ゃ
く
づ

く
り
／
3
月
11
日
山
午
前
9
時
30
分

S
正
午
・
・
・
み
そ
づ
く
り
／
3
月
28
日

因
午
前
9
時
30
分

S
午
後
3
時
30
分

…
よ
も
ぎ
団
子
づ
く
り
と
草
木
染
め

▽
会
場

11
百
草
の
講
師
宅
※

2
月
29

日
が
雨
天
の
場
合
は
中
央
公
民
館
で

▽
講
師

11
石
坂
昌
子
氏
、
出
水
照
子

氏▽
定
貝

1115
人

▽
費
用

1
1
2
千
800
円
（
材
料
費
）
※

エ
プ
ロ
ン
な
ど
調
理
で
き
る
服
装
で

参
加
を

玄
中
込
み
先

11
中
央
公
民
館

(6581

•7580) 
■み
な
み
だ
い
ら
保
育
園
で

「
仲
よ
し
こ
よ
し
み
ん
な
集
ま
れ
」

保
育
園
の
ひ
な
ま
つ
り
・
誕
生
会

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
身
長
・
体
重

の
計
測
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時

1
1
3
月
1
B
因
午
前
10
時

S

l
寺l" 

▽
会
場

11
み
な
み
だ
い
ら
保
育
園

▽
対
象

1
1
1
歳
＼
2
歳
児
と
保
護
者

▽
問
合
せ
先
＂
み
な
み
だ
い
ら
保
育

園

(6
5
9
1
.
2
4
6
8
)

■3
月
11
日
は
春
の
児
菫
館
ハ
イ
キ

ン
グ児

童
館
で
は
、
小
学
1
年
生
以
上

の
児
童
を
対
象
に
し
た
春
の
ハ
イ
キ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
定
員
は
各
館
30

人
（
先
着
順
）
で
す
。
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
に
お
子

さ
ん
向
け
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

マ
月
の
丘
か
ら
太
陽
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

ヘ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！

▽
日
時

1
1
3
月
11
日
山
午
前
9
時
30

分

S
午
後
4
時

▽
会
場

11
昭
和
記
念
公
園
（
立
川
市
）

▽
費
用

11220
円

▽
申
込
み
先

11
ひ
ら
や
ま
児
童
館

(
6
5
9
2
.
6
8
1
1
)
 

マ3
の
＆
し
ん
め
い
げ
ん
き
森
も

り
ハ
イ
キ
ン
グ
2
0
0
0

▽
日
時

1
1
3
月
11
日
山
午
前
9
時
30

分

S
午
後
4
時

▽
会
場

11
昭
和
記
念
公
園
（
立
川
市
）

▽
費
用

11240
円

▽
申
込
み

1
1
2
月
15
日
因
午
後
4
時

か
ら
ひ
の
児
童
館

(
6
5
8
1
.
7
6
7

5
)
、
し
ん
め
い
児
童
館

(6583.

6
5
8
8
)

へ

ご
馬
の
世
話
し
て
乗
馬
に
挑
戦
！

▽
日
時

1
1
3
月
11
日
ば
午
前
9
時

S

午
後
4
時

▽
会
場

11
相
模
原
麻
溝
公
園

▽
費
用

11650
円

▽
申
込
み
先

11
も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

(
6
5
9
1
.
7
0
0
1
)
 

て
モ
ノ
レ
ー
ル
で
か
わ
い
い
動
物
に

会
い
に
行
き
ま
し
ょ
う

▽
日
時

1
1
3
月
11
日
山
午
前
9
時
ー

午
後
4
時
ご
ろ

▽
会
場

11
羽
村
市
動
物
公
園

▽
費
用

11600
円

▽
申
込
み
先

11
み
さ
わ
児
童
館

(
6

5
9
.
3
4
5
6
)
 

て
モ
ノ
レ
ー
ル
に
の
っ
て
多
摩
の
ま

ち
探
検

▽
日
時

1
1
3
月
11
日
山
午
前
8
時
30

分
＼
午
後
4
時

▽
会
場

11
縄
文
の
村
・
マ
ジ
ッ
ク
サ

ウ
ン
ド
ほ
か
（
多
摩
市
）

▽
費
用

11430
円

▽
申
込
み
先

11
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童

館

(
6
5
8
3
.
4
3
4
6
)

●
東
部
会
館
プ
ー
ル
水
泳
教
室

▽
日
程

1
1
3
月
3
日
S
2
4
日
の
毎
週

金
曜
日

言
l
ス
・
時
間
・
定
員

11
①
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
…
午
後
0
時
15
分

S

1
時
・

25
人
／
②
初
心
者
水
泳
教
室

…
午
後
2
時

S
3
時

・
15
人
／
③
初

級

S
中
級
水
泳
教
室
（
ク
ロ
ー
ル
、

平
泳
ぎ
）

…
午
後
6
時
30
分
＼

7
時

30
分
．

lS
人
※
息
継
ぎ
を
し
て

25
后

泳
げ
る
方

▽
対
象

11
全
日
程
参
加
で
き
る
成
人

▽
費
用

1
1
1
千
200
円
（
プ
ー
ル
使
用

料
4
回
分
）

▽
申
込
み

1
1
2
月
23
日
因
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
希
望
コ
ー
ス
（
②
⑤
）希
望
者
は

泳
力
も
）
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
ひ
の
社
会
教
育

七
ン
タ
ー
東
部
会
館
プ
ー
ル
係
（
〒

1
9
1
_
0
0
6
2
多
摩
平
4
の
3
6
5
8
2

.
3
1
3
6
)

へ

●
H
I
N
o
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

ク
イ
ズ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
グ

ル
ー
プ
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

1
1
3
月
5
日
①
午
前
9
時
30

分
＼
午
後
0
時
30
分
※
雨
天
中
止

▽
会
場

11
多
摩
動
物
公
園
内
の
コ
ー

ス
※
集
合
は
同
公
園
正
門
前

▽
対
象

11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
50
組
200
人

※
小
学
生
グ
ル
ー
プ
も
可

▽
持
ち
物
＂
雨
具
、
筆
記
用
具

▽
主
催

11
中
央
公
民
館
※
日
野
市
子

ど
も
会
連
合
会
、

G
I
N
G
A
、
多

摩
動
物
公
園
、
ひ
の
児
童
館
の
共
催

▽
申
込
み

1
1
2
月
26
日
山
ま
で
に
中

央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)
、
ひ
の

児
童
館

(
6
5
8
1
.
7
6
7
5
)
へ

■生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
が

教
室
の
た
め
混
雑
し
ま
す

2
月
18
日
S
3月
17
日
の
毎
週
金

曜
日
午
前
10
時

s
n時
30
分
は
、
ア

ク
ア
ダ
ン
ス
教
室
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
期
間
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
間
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
3
月
利
用

分
抽
選
会

▽
日
程

1
1
2
月
18
日
②

▽
区
分
・
時
間

11
①
体
育
館
…
午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

3
時
③
校

庭
：
4
時

▽
会
場

11
市
役
所
5
階
504
会
議
室

▽
参
加
資
格

11
団
体
登
録
証
を
持
参

し
た
方
（
中
学
生
以
下
は
不
可
）

了
中
学
校
体
育
施
設
開
放
利
用
団
体

登
録
証
の
更
新
を
お
忘
れ
な
く

団
体
登
録
証
の
有
効
期
限
が
今
年

3
月
31
日
②
で
切
れ
る
団
体
は
、
更

新
書
類
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
間
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■南
平
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
で
「
体
力
測
定
＆
運
動
指
導
教
室
」

自
分
の
体
力
と
形
態
を
測
定
し、

そ
の
結
果
を
基
に
必
要
な
運
動
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▽
日
程

1
1
3
月
24
日
②
・

25
日
山
の

い
ず
れ
か

1
日

▽
時
間

11
午
後
1
時

S
5
時
※
所
要

時
間
1
時
間
30
分
程
度

▽
会
場

11
南
平
体
育
館

▽
定
員

11
各
日
30
人

▽
費
用

11100
円

▽
申
込
み

1
1
3
月
3
日
②
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
教
室
名
、
希
望
日
（
あ
る
方
の

み
）
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
日
野
市
教
育

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒

191_

8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ

■男
女
平
等
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

女
性
問
題
啓
発
講
座
「
家
族
・

3
回

シ
リ
ー
ズ
」

開
発
途
上
国
で
は
人
口
急
増
が
進

ん
で
い
る
中
、
わ
が
国
で
は
高
齢
化

と
少
子
化
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
6
月
に
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ

て
、
地
域
や
職
場
、

学
校
、
家
庭
な

ど
の
様
々
な
分
野
で
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は、

と
り
わ
け
身
近
な
「
家
族
」
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

▽
日
程
・
内
容

1
1
3
月
1
日
困
…
吉

武
輝
子
氏
（
女
性
問
題
評
論
家
）
の

講
演
「
女
性
問
題
か
ら
日
本
の
家
族

を
考
え
る
」

／
10
日
②
…
三
輪
妙
子

氏
（
翻
訳
家
）
の
講
演
「
カ
ナ
ダ
か
ら

学
ぶ

こ
と

S
女
た
ち
の
生
き
方
、
家

族
、
性
教
育
な
ど
」

／
17
日
②
…
清

水
博
子
氏
（
女
性
問
題
評
論
家
）
の
講

演
「
夫
は
定
年
、
妻
は
ス
ト
レ
ス
」

▽
時
間

11
午
後
2
時

S
4
時

▽
会
場

11
女
性
セ
ン
タ
ー
※
保
育
あ

り
。
開
催

8
の
1
週
間
前
ま
で
に
申

込
み
を

▽
問
合
せ
先

11
女
性
参
画
推
進
室

■移
動
公
民
館
「
初
心
者
パ
ソ
コ
ン

講
座
」初

心
者
を
対
象
に
し
た
、
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
体
験
ま
で
の
入
門
講
座
で
す
。

▽
日
時1
1
3
月
8

日
水
•
9

日
木
・

15
日
因
・

1
6
8
困

▽
時
間

1
1
A
ク
ラ
ス
・
・
・
午
前
10
時

S

正
午
／
B
ク
ラ
ス
…
午
後
2
時

S
4

寺n" ▽
会
場

11
シ
ル
バ

1
人
材
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

▽
対
象

11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
パ
ソ
コ
ン
を
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う

と
思

っ
て
い
る
方

▽
定
員

11
各
ク
ラ
ス

10
人

▽
費
用

11
資
料
代
実
費

▽
申
込
み

1
1
2
月

2
2
H因
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信

用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
の
ク
ラ
ス
を
記
入
し
、
日
野
市

中
央
公
民
館
「
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講

座
」
係
(
〒
1
9
1
_
o
o
l
1
日
野
本

町
7
の
5
の
2
3
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

ヘ●
消
費
生
活
講
座
「
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
の
葬
祭
の
あ
れ
こ
れ
」

変
貌
し
つ
つ
あ
る
現
代
葬
鍛
事
情

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

1
1
3
月
15
日
困
午
後
2
時

S

4
時

▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

1140
人

▽
講
師

11
碑
文
谷
創
氏
（
葬
儀
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
）

※
2
歳
児
以
上
の
保
育
あ
り
。

3
月

6
日
①
ま
で
に
申
し
込
み
を

▽
申
込
み
先

11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
2
)
 

●
勤
労
者
セ

l
l
l

ナ
ー
「
高
齢
化
社
会

と
労
働
者
」

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
豊
か
な
生
活
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
社
会
の
し
く
み
の
整
備

と
と
も
に
、
労
働
者
一
人
ひ
と
り
の

理
解
と
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
生
活
設
計
の
準
備

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

胃
程
・
内
容

1
1
3
月
16
日
和
…
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考
え
る
＼
年
金
・

社
会
保
険
に
つ
い
て
／
17
日
②
…
介

設
を
考
え
る
ー
育
児
・
介
護
休
業
制

度
、
介
談
保
険
制
度
の
実
施
を
目
前

に
控
え
※

1
日
の
み
の
参
加
も
可

▽
時
間

11
午
後
6
時
30
分
ー

9
時

▽
会
場1
1勤
労
•青
年
会
館
※
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
講
師

11
大
場
敏
彦
氏
（
流
通
経
済

大
学
助
教
授
）

▽
定
員

1180
人
（
先
着
順
）

※
手
話
通
訳
あ
り
。
事
前
に
申
し
込

み
を

▽
申
込
み
先

11
産
業
振
興
課

ま
ち
の
話
題

＊
小
正
月
の
伝
統
行
事

「
ど
ん
ど
焼
き
」
行
わ
れ
る

恒
例
と
な
っ
た
冬
の
風
物
詩
「
ど

ん
ど
焼
き
」
が
「
平
山
ど
ん
ど
焼
き

保
存
会
」
の
主
催
で

1
月
16
日
滝
合

小
で
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
）。

大
気
汚
染
に
つ
な
が
る
ビ

ニ
ー
ル

類
は

一
切
燃
や
さ
ず
、

800
人
余
り
の

参
加
者
は
、

し
の
竹
に
刺
し
た
繭
玉

や
み
か
ん
を
燃
え
さ
か
る
火
や
煽
に

あ
ぶ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
今
年

1
年
の
家
内
安
全
・
無
病
息
災
を
祈

願
し
て
い
ま
し
た
。

＊
日
野
自
動
車
が

2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

を
市
に
寄
付

1
月

24
日
、
日
野
自
動
車
本
社
で
、

湯
浅
社
長
か
ら
馬
場
市
長
へ
、

2
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
「
デ
ュ
ト
ロ
」
の
鍵
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
）。

市
で
は
、
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
を
10
月

か
ら
の
ご
み
改
革
に
向
け
て
、
市
内

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
不
法
投
棄
さ
れ

た
ご
み
の
収
集
な
ど
に
利
用
す
る
予

定
で
す
。

ともに手をとりやすらぎのあるまちに

゜＾ ノイ



ー

第985号 2/15 協羅一
市役所代表電話

TEL.042-585-1111 

■ジ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
「
中
高

年
向
け
絵
画
教
室
」
生
徒
募
集

て
初
心
者
ク
ラ
ス

▽
日
時1
1
4
月
か
ら
の
第
1
•

第
3

木
曜
日
午
前
9
時
30
分
S
正
午

▽
定
員

1120
人
※
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選

て
経
験
者
ク
ラ
ス

▽
H

時
1
1毎
月
第
1
•

第
3

週
水
曜

日
の
午
前
ク
ラ
ス
と
午
後
ク
ラ
ス

※
当
セ
ン
タ
ー
の
絵
画
教
室
に
参
加

経
験
の
な
い
方
を
若
干
人
募
集

以
上
い
ず
れ
も
▽
会
場

11
シ
ル
バ

1
人
材
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11
油
彩
、
水
彩
、
デ

ッ
サ
ン

▽
講
師

11
土
方
洋
氏

▽
対
象

1145
歳
以
上
の
市
民
※
説
明

会

(
2
月
25
日
②
）
に
出
席
を

▽
費
用
＂入

会
金
2
千
円
、
月
3
千

300
円
、
材
料
費
年
8
千
円

▽
申
込
み

1
1
2
月
16
日
困
S
1
8
日
②

に
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
空

5
8
1
.
8
1
7
1
)

へ

■会
員
に
な
っ
て
「
国
際
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
企
画
し
ま
せ
ん
か

日
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は、

3

月
12
日
国
に
「
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ

ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
市
内
の
外
国

人
と
の
交
流
行
事
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
暖
か
く
積
極
的
な
行
動
で
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

当
会
へ
ご
人
会
を
。
詳
し
い
資
料
を

差
し
上
げ
ま
す
。

▽
年
会
費

1
1
2
千
円

▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
国
際
交
流
協

会

(6
5
8
6
.
9
5
1
1
)

■姉
妹
都
市
か
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

高
校
生
を
受
け
入
れ
る
家
庭
を
募
集

日
野
市
の
姉
妹
都
市
「
レ
ッ
ド
ラ

ン
ズ
市
（
米
国
）
」
か
ら
来
日
す
る

男
子
高
校
生
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
け
入
れ
期
間

11
3
月

30
日
②
S

4
月
8
日
土

※
個
室
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。
同

世
代
の
家
族
が
い
る
家
庭
を
歓
迎

▽
問
合
せ
先

11
日
野
・
レ

ッ
ド
ラ
ン

ズ
姉
妹
都
市
協
会
（
荒
井

6
5
9
3
.
6

0
8
9
夜
間
）

■結
婚
相
談
登
録
者
募
集

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た
め
に

「
結
婚
相
談」

の
窓
口
を
設
け
て
い

ま
す
。

民
生
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

結
婚
歴
・
年
齢
・
性
別
・
住
所
は
問

い
ま
せ
ん
。結
婚
を
考
え
て
い
る
方
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日

11
毎
月
第
1
.
3
金
曜
日

午
前

10
時

S
午
後
2
時

▽
会
場

11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
登
録
に
必
要
な
も
の

11
戸
籍
謄
本
、

本
人
の
住
民
票
の
写
し
、
写
真
3
枚

（
全
身
1
枚
、
上
半
身
2
枚
）
、
収

入
を
証
明
す
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票

ま
た
は
課
税
証
明
書
）

▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
社
会
福
祉
協

議
会

(6
582
.
2
3
1
9
)

聴
覚
障
害
者
と
健
常
者
が
共
同
で

演
じ
た
こ
と
で
注
目
を
集
め
て
い
る

話
題
の
映
画
「
ア
イ
・
ラ
ヴ
・
ユ
ー
」

を
上
映
し
た
後
、
主
演
女
優
を
迎
え

て
身
近
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
対
談
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
の
方
や
、
こ
れ
か
ら

活
動
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
2
月
26
日
山
午
後
1
時
ー

4
時

▽
会
場

11
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩

▽
テ
ー
マ

11
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

目
指
し
て

▽
内
容

11
①
映
画
「
ア
イ
・
ラ
ヴ
・

ユ
ー
」
の
上
映
②
同
映
画
の
主
演
女

偏
忍
足
亜
希
子
氏
、
中
橋
真
紀
人

氏
（
上
映
普
及
本
部
事
務
局
長
）、

枝
見
太
郎
氏
（
富
士
福
祉
事
業
団
常

務
理
事
）

に
よ
る
対
談
「
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
と
は
」

▽
費
用

1
1
1
千
円
（
資
料
代
ほ
か
）

※
日
野
、
八
王
子
、
町
田
、

多
摩
、

稲
城
の

5
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
共
催
で
す

．

▽
申
込
み
先

11
日
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(
6

5
8
2
.
2
3
1
8
)
 

＊
日
進
会
「
折
り
紙
同
好
会
」

▽
日
時

1
1
2
月
20
B
午
後
2
時
ー

4

時
▽
会
場1
1
勤
労
•青
年
会
館
▽
費

用

11500
円
（
材
料
代
）
▽
問
合
せ
先

11
皆
川

(
6
5
8
1
.
6
4
1
7
)

＊
日
野
市
民
文
学
会
・
同
人
誌
18
号

原
稿
募
集

ヱ
創
作
、
随
筆
、
伝
記
、
童
話
、
詩、

短
詩
形
文
学
な
ど
の
原
稿
を
募
集
▽

締
め
切
り
日

1
1
4
月
10
日
※
発
行
は

6
月
上
旬
▽
問
合
せ
先

11
園
部

(
6

•9710) 3
 

8
 

5
 

＊
日
野
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

ジ
ョ
ン
職
員
募
集

▽
職
種

11
正
看
護
婦
、
理
学
療
法
士

※
勤
務
日
時
は
応
相
談
▽
勤
務
内
容

11
訪
問
看
護
業
務
、
訪
問
lJ
ハ
ビ
リ

▽
対
象

11
有
資
格
者
で
普
通
自
動
車

免
許
取
得
者
▽
問
合
せ
先

11
日
野
市

医
師
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

(6
5
8
7
.
8
7
2
2
)
 

＊
特
定
非
営
利
活
動
法
人
共
働
事
業

所
「
あ
い
あ
む
」
ス
タ
ッ
フ
募
集

▽
精
神
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で

一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
▽
問
合
せ
先
＂
落
合

(
6
0
9
0
.
8

こ
四
躙
は
、
政
治
’
宗
教
・

営
利
に
関
す
る
も
の
は
擢
載
で

き
ま
せ
ん
。
市
主
催
の
も
の
で

む

舒

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

t内
容
の霞

確
認
は
当
事
者
問
で
。
な

な
お
、

掲
載
後
に
苦
情
の
あ
っ
た
も
の

は
、
令
後
の
擢
載
を
見
合
わ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

‘

器知窓戯類蚤應

3
0
5
.
9
8
0
8
)
 

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

▽
日
時

11
3
月
12
日、

4
月
9
日
午

前
9
時

S
午
後
3
時
▽
会
場

11
高
幡

不
動
尊
境
内
▽
費
用

1
1
1
区
画
2
千

円
▽
問
合
せ
先

11
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

友
の
会

(6579.
4
0
0
3
)

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

了
春
休
み
ス
キ
ー
①
と
こ
と
ん
ス
キ

ー
▽
日
程

1
1
3
月
26
日
S
2
9
日
▽
対

象

11
小
l
S
高
校
生
▽
費
用

1
1
4
万

8
千
300
円
②
は
じ
め
て
ス
キ
ー
▽
日

程

1
1
3
月
27
日
S
2
9
日
▽
対
象

11
小

学
生
▽
費
用

1
1
3
万
7
千
800
円
※
会

場
は
い
ず
れ
も
新
潟
県
五
日
町
ス
キ

ー
場
了
春
休
み
＿
輪
車
教
室

▽
日
時

I
I
A
コ
ー
ス
…

3
月
25
日
S
3
0
日
午

前
9
時
30
分
S
正
午
／
B
コ
ー
ス
…

3
月
30
日
S
4
月
4
日
午
後
2
時
S

4
時
30
分
▽
費
用

1
1
1
万
4
千
175
円

了
東
部
会
館
温
水
プ
ー
ル
監
視
員
募

集

▽
勤
務
日
時

11
火
曜

S
日
曜
日
午

前
9
時
30
分

S
午
後
9
時
の

3
時
間

以
上
※
研
修
あ
り
▽
対
象

1118
歳
S

30
歳
く
ら
い
の
健
康
で
明
る
い
方
、

長
期
可
能
な
方
▽
定
員

11
若
干
人
▼

パ
ソ
コ
ン
教
室
①
ワ
ー
ド
入
門

n
▽

日
時

1
1
2
月
22
日
・

24
日
・

25
日
午

後
2
時
S

4
時
▽
費
用

1
1
9
千
450
円

②

エ
ク
セ
ル
入
門

▽
日
時

1
1
3
月
1

日
・

2
日
午
後
7
時
S

9
時
▽
内
容

11
表
計
算
、
グ
ラ
フ
作
り
ほ
か

▽
対

象

11
文
字
入
力
で
き
る
方
▽
費
用
II

7
千
350
円
▼
幼
児
無
料
体
験
教
室
▼

水
墨
画
体
験
教
室
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

間

合

せ

先

11
同
セ
ン
タ
ー

(6582

.
3
1
3
6
)
 

＊

「
太
鼓
と
芝
居
の
た
ま
っ
子
座
」

が
栄
光
保
育
園
に
や
っ
て
来
る
！

▽
日
時

1
1
2
月
26
日
午
前
10
時

s
n

時
▽
会
場

11
栄
光
保
育
園
▽
対
象
＂

親
子
▽
問
合
せ
先

11
栄
光
保
育
園

（
瀬
川

6
5
9
3
.
1
5
3
8
)

＊
日
野
子
ど
も
劇
場
観
賞
例
会

①
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・
ム
ジ
カ
「
ア
ル
プ

ス
の
ゆ
か
い
な
ヨ
ー
デ
ル
音
楽
団
」

▽
日
時

1
1
2
月
27
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場

11
七
生
公
会
堂
▽
対
象

11
小

1
以
上
②
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
「
し

す
か
な
お
は
な
し
」
「
ソ
ー
ニ
ャ
と

森
の
魔
女
」
▽
日
時

11
3
月
5
日
午

後
2
時
か
ら
▽
会
場

11
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル

▽
対
象

11
幼
児
※
費
用
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
▽
問
合
せ
先

11
同
劇
場
(

t

1

.
5
1
3
6
)
 

ー

，
 

5
 

＊
地
図
で
楽
し
む
小
さ
な
旅

①
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
と
明
治
村

▽
日

程

1
1
3
月
4
日
S

5
日
※
午
後
11
時

に
東
京
駅
10
番
ホ
ー
ム
に
集
合
▽
費

用

1
1
1
万
6
千
円
▽
説
明
会

1
1
2
月

25
日
午
後
3
時
30
分
か
ら
高
幡
図
書

館
で
②
日
本
ア
ル
プ
ス
・
日
本
海

▽

日
程

1
1
3
月
25
日
S
2
6
日
※
午
後

n

時
に
東
京
駅

10
番
ホ
ー
ム
に
集
合
▽

費
用

1
1
7
千
円
▽
説
明
会

1
1
3
月
10

日
午
後
3
時
30
分
か
ら
高
幡
図
書
館

で
以
上
▽
問
合
せ
先

11
菊
澤

(6591

.
3
3
7
8
)
 

＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

S
元
気
か
い
浅
川

▽
日
時

11
2
月
19
日
午
後
1
時
30
分

か
ら
▽
会
場

11
八
王
子
ク
リ
エ
イ
ト

ホ
ー
ル
（
八
王
子
駅
北
口
）
▽
内
容

11
講
演

「
浅
川
の
い
ま
む
か
し
」
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▽
講
師

11
小
倉

紀
雄
氏
（
束
京
農
工
大
教
授
）
▽
問

合
せ
先

11
浅
川
流
域
連
絡
会
（
中
尾

6
5
9
3
.
8
7
9
7
)
 

*
N
P
o日
野
た
す
け
あ
い
ワ
ー
カ

ー
ズ
「

B
e
す
け
っ
と
」
講
演
会

▽
日
時

1
1
3
月
4
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場

11
七
生
公
会
堂
▽
内
容

1
1
5

g
 周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
講
演
「
丸
山
浩

路
ス
テ
ー
ジ
講
演
会
」
▽
費
用

11
500

円
▽
問
合
せ
先
I
I
B
e
す
け
っ
と

(
6
5
8
5
.
3
9
3
9
)
 

＊
講
演
会
「
花
粉
症
の
改
鶉
法
」

▽
日
時

11
3
月
5
日
午
後
2
時
S
4

時
▽
会
場1
1勤
労
•青
年
会
館
▽
講

師

11
大
前
巌
氏
（
工
学
博
士
）
▽
対

象

11
花
粉
症
で
大
変
困
っ
て
い
る
方

▽
問
合
せ
先

11
窪
田

(6
584
.
9
7

4
1
)
 

＊
歎
異
抄
を
読
む
会

言
口
時

1
1
2
月
19
日
午
後
6
時
30
分

S

9
時

▽
会
場

11
中
央
公
民
館
▽
問

合
せ
先

11
花
岡

(
6
592
.
4
1
8
8
)

＊
連
続
講
座
「
日
野
揺
祉
の
学
校
」

▽
日
時

1
1
2
月
26
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場

11
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
▽
内

容

11
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
っ
て
な
あ

に
？

▽
講
師

11
森
川
敦
子
氏
（
世
田

谷
芦
花
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
▽
費
用

11800
円
▽
問
合

せ
先

11
福
祉
の
学
校
事
務
局

（
ひ
の

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
6
5
8
2
.
3
1
3

6
)
 

＊
現
職
裁
判
官
・
弁
護
士
と
共
に
身

近
な
司
法
を
考
え
よ
う

▽
日
時

1
1
3
月
8
日
午
後
5
時
30
分

か
ら

▽
会
場

11
八
王
子
ク
リ
エ
イ
ト

ホ
ー
ル

（
八
王
子
駅
北
口
）
▽
内
容

11
「
日
独
裁
判
官
物
語
」
上
映
と
ト

ー
ク

▽
定
員

11170
人
（
先
着
順
）
▽

問
合
せ
先

11
多
摩
弁
護
士
会
館

(
6

2
 

0
4
2
6
 .

.

 5
o
o
o
)
 

4
 

＊
日
野
市
軟
式
野
球
連
盟
春
季
大
会

チ
ー
ム
登
録
申
し
込
み

▽
日
時

11
2
月
19
日
・

20
日
午
前
10

時

S
午
後
3
時
▽
会
場

11
多
摩
川
グ

ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
▽
対
象

11
春
季
大

会
参
加
希
望
チ
ー
ム

▽
費
用

11
登
録

料
6
千
円
、
参
加
費
7
千
円
、
保
険

料
5
千
円
※
申
込
用
紙
は
市
役
所
5

階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
あ
り
。
必
ず

前
記
日
時
に
登
録
を
済
ま
せ

3
月
19

日
の
主
将
会
議
に
出
席
を
▽
問
合
せ

先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

＊
東
京
都
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
公
認

審
判
員
第
3
種
資
格
認
定
講
習
会

▽
日
時

1
1
2
月
27
日
午
前
9
時
か
ら

▽
会
場

11
南
平
小
体
育
館

・
校
庭
▽

対
象

11
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
者

▽
費
用

11
2
千
500
円
（
認
定
料
4
千

円
）
▽
持
ち
物

11
昼
食
、
筆
記
用
具
、

上
履
き
▽
申
込
み

1
1
2
月
18
日
ま
で

に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
し
、
新
島

満
雄
(
〒

1
9
1
_
0
0
4
3
平
山
6
の

28
の
5
6
5
9
2
.
4
3
5
8
)

へ

＊
l-
三
＿
プ
ニ
ス
教
室
（
初
級
・
中
級

者
対
象
）

▽
H
時

11
2
月
27
日
午
前
9
時
30
分

S
正
午
、
午
後
1
時
S

3
時
30
分
※

30
分
前
か
ら
受
け
付
け
▽
会
場

11
富

士
電
機
体
育
館
▽
内
容

11
午
前
…
基

本
練
習
と
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
／
午
後
…
ゲ

ー
ム
を
楽
し
む

▽
定
員

11
各
50
人
▽

費
用

11
各
300
円
※
午
前
午
後
両
参
加

の
場
合
500
円
▽
問
合
せ
先

11
日
野
市

ミ
ニ
テ
ニ
ス
連
盟
（
馬
場
井

6593.

6
3
2
3
)
 

＊
女
子
サ
ッ
カ
ー
「
チ
ア
フ
ル
日
野

F
.
C」
入
会
説
明
会

▽
日
時

1
1
2
月
27
日
午
後
2
時
＼
4

時
▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
1
1
1
2
歳

s40歳
く
ら
い
の
女

性
▽
問
合
せ
先

11
上
田

(
6
5
8
4
.
1

1
9
3
夜
間
）

＊
少
年
柔
剣
道
新
入
部
員
募
集

▽
内
容

・
日
時

11
柔
道
…
火
曜

・
木

曜
日
午
後
5
時
S
7
時
／
剣
道
…
月

曜

・
水
曜
日
午
後
4
時
S
7
時
▽
会

場
11
日
野
苦
察
署
内
道
場
▽
対
象
II

市
内
在
住
の
小
、
中
学
生
▽
申
込
み

1
1
2
月
29
日
ま
で
に
日
野
警
察
署
少

年
係

(6
586
.
0
1
1
0
)

へ

＊
日
野
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
体
験

講
習
会

▽
日
時

11
3
月
5
日
・

11
日
・

18
日

午
後
1
時
30
分
S

4
時
30
分
▽
会
場

11
南
平
体
育
館
▽
対
象

11
中
学
生
以

上
▽
定
員

11
各
日

15
人
▽
費
用

11200

円
（
当
日
徴
収
）
▽
申
込
み
先
11
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課゜

＊
襖
絵
特
別
公
開
ー
出
水
操
画

▽
日
時

1
1
2
月
18
日
S
2
0
日
午
前
10

時

S
午
後
4
時
※

20
日
は
午
後
4
時

ま
で

▽
会
場
11
高
幡
不
動
尊
▽
問
合

せ
先

11
出
水

(6591.
4
7
9
9
)

＊
山
水
フ
オ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

▽
B
時

11
2
月
22
日
S
2
7
日
午
前
10

時

S
午
後

5
時
※

27
日
は
午
後
3
時

ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
問
合
せ
先

11
小
泉

(6581.

3
7
8
1
)
 

＊
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ラ
ス
「
華
」

▽
毎
月
第
1
土
曜
日
午
前
10
時

S
正

午
に
東
部
会
館
で
※
見
学
歓
迎
▽
内

容

11
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ほ
か
▽
費
用

11
入
会
金

1
千
円
、
月
1
千
500
円
▽

問
合
せ
先

11
横
井

(
6
5
9
3
.
4
6
7

7
午
後
8
峙
諏
躙
）

＊
十
文
字
自
彊
術
ス
ト
レ
ッ
チ
（
健

美
体
操
）

▽
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時

S
正
午
に

高
幡
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

▽
費
用

1
1
1

回
500
円
▽
持
ち
物

11
バ
ス
タ
オ
ル
▽

問
合
せ
先

11
林

(6581
.
4
5
7
3
)

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ス
ワ
ン
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
15
分
S

9

時
15
分
に
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
※
年
齢
・
性
別
・
経
験
不
問
▽
費

用
11
入
会
金
2
千
円
、
月
4
千
円
▽

問
合
せ
先

11
中
島

(6090
.
8
3
4

8
.
6
6
3
3
)
 

*
R
C
サ
ー
ク
ル
「
く
だ
か
け
」

▽
毎
月
第2

•

第
4

水
曜
日
午
後1

時
S
4
時
に
中
央
公
民
館
な
ど
で
▽

内
容
11
下
絵
を
使
っ
て
絞
り
絵
に
す

る
カ
ッ
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り
※
技
術

校
講
師
の
指
導
あ
り
▽
対
象

11
中
高

年
齢
者
の
方
6
人
▽
費
用
11
入
会
金

2
千
円
、
月
1
千
円
▽
問
合
せ
先
"

浅
見

(
6
5
8
3
8
7
7
0
)

m
d

'

ヽ

月
2
回
、
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
向
け

に
広
報
の
点
字
版

・
テ
ー
プ
版
（
声

の
広
報
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
広
報
担
当
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
皆
さ
ん
の
お
近
く
の
点
字

広
報
・
テ
ー
プ
広
報
を
ご
存
じ
な
い

方
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
市
長
公
室
広
報
担
当
）

゜
ともに手をとり夢のあるまちに 一
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ー多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
が
全
線
開
通

・
・
・
・
古
四
幡
不
動
駅
に
は
駐
輪
場
を
増
設
：
・
・

上
北
台
駅
（
東
大
和
市
）
ー
立
川
北

駅
に
つ
づ
き
、
立
川
北
駅
ー
多
摩
セ
ン

タ
ー
駅
間
が
1
月
10
日
に
開
業
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
各
駅
で
全

線
開
業
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

高
幡
不
動
駅
で
は
記
念
式
典
の
ほ
か
、

和
太
鼓
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
多
摩
動
物
公
園
駅
で
は
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
る
作
文
を
持

っ
た
小
・
中
学
生
が
集
ま
り
、
ウ
ル
ト

ラ
ク
イ
ズ
に
も
多
く
の
方
々
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
甲
州
街
道
、
万
願

寺
、
程
久
保
の
各
駅
で
も
開
業
を
祝
う

地
元
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

高
幡
不
動
駅
周
辺
に
、
新
た
に
3
カ

所
の
駐
輪
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ

の
駐
輪
場
は
、
市
と
閲
自
転
車
駐
車
場

整
備
セ
ン
タ
ー
が
建
設
し
、
同
セ
ン
タ

ー
が
管
理
・
運
営
す
る
有
料
駐
輪
場
で

す
。
凶
時
間
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
方

法
は
定
期
と
i]

剛
匂
ず
。

一
勺
使
用
開
始
H
I
I
3
月
1
日
因

翠
仁
称

・
規
模
・
場
所
11
高
幡
不
動
駅

南
第
2
駐
輪
場
・
上
・
自
転
車
192
台
、
ミ
ニ

高
幡
不
動
駅
に

・
駐
輪
場
が

3
カ
所
オ
ー
プ
ン

案内図

隊
士
募
集
叫

5
月
14
日
旧
に
高
幡
不
動
尊
境
内
ー

参
道
商
店
街
、
八
坂
神
社
ー
市
役
所
前

の
公
園
の
2
コ
ー
ス
で
行
う
新
選
組
パ

レ
ー
ド
の
参
加
隊
士
（
写
真
）
を
募
集

し
ま
す
。

▽
対
象
1
1
1
6
歳
以
上
の
方

▽
定
貝
1
1
5
0
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選

▽
費
用
1
1
3
千
500
円
（
衣
装
、
着
付
け
、

保
険
、
昼
食
、
写
真
代
ほ
か
）

※
衣
装
、
小
道
具
の
刀
等

一
式
持
参
で

参
加
希
望
の
方
は
、

2
千
500
円
（
申
込

書
に
衣
装
持
参
と
明
記
を
）
。
5
月
13

H
山
前
夜
祭
で
私
服
に
よ
る
隊
士
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
参
加
で
き
る
方

は
、
そ
の
旨
明
記
を

▽
応
募
方
法
1
1
3
月
15
日
困
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
封
書
で
。
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
身
長
と
服

の
サ
イ
ズ

(
s
.
M
.
L
)
を
記
入
し

た
申
込
書
を
作
り
、
顔
写
真

(
4
袴
x

4
袴
）
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
（
住
所
、
氏

名
を
記
入
）
を
同
封
し
、
日
野
市
役
所

産
業
振
興
課
内
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
(
〒

191ー

8
6
8
6

住
所
不
要
）
へ
※
結
果
は
、

4
月
中
旬

ま
で
に
連
絡

▽
問
合
せ
先
11
産
業
振
興
課

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
は
多
摩
地
域

に
お
け
る
南
北
交
通
の
動
脈
と
し
て
、

ま
た
、
そ
の
う
ち
5
駅
を
も
つ
日
野
市

に
と
っ
て
も
産
業
や
観
光
の
発
展
に
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

麟
の
監
史
と
民

oo

〈
日
野
の
石
碑
を
訪
ね
て
〉

⑪

の
義
を
守
り
、
そ
れ
故
に
朝
敵
の
汚

し

ゅ

ん

せ

）

I
J
i

ぅ
ゅぅ

名
を
冠
せ
ら
れ
た
人
々
の
慰
霊
の
声

は
全
国
に
起
こ
っ
た
も
の
か
、
明
治

殉
節
両
雄
の
碑
①

こ
の
両
雄
の
碑
は
、
日
野
市
の
名

7
年

(
1
8
7
4
)
8
月
18
日
、
明

刹
、
高
幡
山
金
剛
寺
の
境
内
に
建
て
治
政
府
は
「
維
新
の
お
り
朝
敵
と
な

ら
れ
て
い
る
。
文
久
3
年

(
1
8
6

っ
た
人
々
の
祭
祀
慰
霊
を
許
す
」
と

か
た
も
り

3
)
以
来
京
都
守
護
職
松
平
容
保
に
布
告
し
た
。
こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て

属
し
、
京
都
市
中
見
回
り
に
当
た
っ
い
た
佐
藤
俊
正
は
、
近
藤
•
土
方
ゆ

さ
ょ
う
と
う

た
新
選
組
局
長
近
藤
勇
昌
宜
（
現
調
か
り
の
郷
党
の
有
志
と
は
か
り
、
顕

布
市
出
身
）
と
、
副
長
土
方
歳
三
義

彰
碑
の
建
立
を
計
画

豊
の
顕
彰
碑
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
諸
し
た
。
士
方
の
菩
提

国
か
ら
集
ま
り
暴
行
・
暗
殺
を
繰
り
寺
で
も
あ
る
金
剛
寺

返
す
浪
士
の
取
り
締
り
、
京
都
の
治
の
前
住
職
賢
雅
和
尚

安
維
持
に
尽
力
し
た
。
二
人
は
時
代
に
懇
望
し
、
境
内
の

の
変
革
の
中
で
、
最
後
ま
で
徳
川
幕
最
も
適
地
に
建
碑
し

府
に
対
す
る
節
義
を
守
り
、
朝
敵
の
て
も
よ
い
と
の
快
諾

か
ん

名
を
冠
せ
ら
れ
た
ま
ま
維
新
の
激
流
を
得
、
不
動
堂
北
側

の
中
に
そ
の
姿
を
没
し
て
い
っ
た
。

の
現
在
地
を
選
定
し

明
治
政
府
誕
生
後
、
旧
来
の
君
臣
た
。

eし、＊
9r,

バ
イ
ク
48
台
・
高
幡
39
（
案
内
図
中
①
）

／
同
駅
南
第
3
駐
輪
場
…
自
転
車
90
台

・
高
幡
108
（
案
内
図
中
②
）
／
同
駅
北

第
5
駐
輪
場
…
自
転
車
382
台
・
ミ
ニ
バ

イ
ク
44
台
・

高
幡
345
（
案
内
図
中
③
）

▽
料
金
11
月
額
：
・
自
転
車
l
千
600
円、

ミ
ニ
バ
イ
ク

2
千
600
円
／

一
時
利
用

（
案
内
図
中
①
③
の
み
）
…
自
転
車
100

円
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
150
円

▽
申
込
み
1
1
2
月
2
5
8②
か
ら
の
午
前

6
時
30
分
ー
午
後
8
時
に
3
カ
所
と
も

同
駅
南
第
2
駐
輪
場
管
理
室
で
※
先
着

頁r
 

ヽ▽
問
合
せ
先
11
管
理
課
交
通
安
全
係

ひ
の
市
民
大
学
体
験
学
習
学
部
で
は
、

み
ん
な
で

8
野
中
央
公
園
内
の
復
原
住

居
の
修
繕
を
楽
し
み
な
が
ら
行
う
「
復

原
住
居
直
し
隊
」
の
隊
員
を
次
の
よ
う

に
募
集
し
ま
す
。

こ
の

「直
し
隊
」
は
、
復
原
住
居
の

カ
マ
ド
な
ど
の
修
繕
を
し
な
が
ら
文
化

財
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
さ
ら
に
「
直
し
豚
」
の
皆

さ
ん
に
は
復
原
住
居
の
活
用
、
各
種
行

事
の
企
画
・
運
営
の
協
力
に
つ
い
て
も

お
願
い
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
3
月
5
日
①
・

11
日
山
午
後

1
時
30
分
ー
4
時
30
分、

3
月
26
日
（

午
前
10
時
ー
午
後
4
時

▽
場
所
11
日
野
中
央
公
園
内
復
原
住
居

※
雨
天
な
ど
の
場
合
は
市
役
所
会
議
室

▽
内
容
11
復
原
住
居
の
カ
マ
ド
や
タ
タ

一

⑱ 

釘

ト

｀

i

P
 碑

文
は
小
野
路
村
（
町
田
市
）
の

小
島
為
政
が
起
草
し
た
「
両
雄
士
伝
」

ぉ
わ

っ
さ

ば

ん

を
も
と
に
、
仙
台
の
儒
学
者
大
槻
盤

t‘

せ

ん

ぷ

ん

て

ん

が

く

渓
が
撰
文
し
、
鋲
額
は
当
初
徳
川
慶

喜
に
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
慶
喜
は

き

―
j

う

碑
文
を
読
み
落
涙
し
た
が
揮
嘔
に
応

ぜ
ず
、
元
京
都
守
護
職
松
平
容
保
が

揮
嘔
し
た
。
碑
文
は
約
1
千
600
字、

近
藤
・
士
方
と
親
交
の
あ
っ
た
元
幕

府
の
侍
医
松
本
順
が
書
い
て
い
る
。

(
H
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理

編
集
委
員
会
委
員

・
谷
春
雄
）

農`

j

i‘
II 

ぶ＂ 

キ
の
修
繕
、

室
内
外
の
清
掃
、
周
辺
の

復
原
住
居
の
見
学
な
ど

▽
対
象
・
定
員
11
小
学
校
4
年
生
以
上

で
原
則
と
し
て

3
回
と
も
参
加
で
き
る

方
10
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
込
み
1
1
2
月
2
8
日
①
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
日
野
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
「
復
原
住
居
直
し
隊
」
係

(〒

191ー

8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ

今
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
4
期）、

国
民
健
康
保
険
税
（
第
6
期
）
の
納
期
で
す
。

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

ヽ
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